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Ⅰ．緒言 

あらゆるスポーツ競技において、ウエアの性

能の良し悪しで成績が左右すると言っても過言

ではなく、それは野球においても同様である。

野球のアンダーウエアとしてコンプレッション

タイプ・ルーズタイプの2タイプがあり、選手

はいずれかを選択している。しかし、競技者が

どちらのウエアを着用するかを決める際には、

ウエアの着心地やパフォーマンスへの影響に関

する主観的な判断に頼っている。そこで本研究

では、野球選手にコンプレッションタイプおよ

びルーズタイプのスポーツウエアの両方を着用

させ、野球競技動作で特に筋力やパワー発揮能

力が影響していると考えられる打撃のバットス

イングスピード・投球のスローイングスピード

の測定を行う。両ウエアにおけるスピードを比

較し、コンプレッションウエアが野球競技力へ

及ぼす影響を明らかにし、また被験者へコンプ

レッションタイプ・ルーズタイプに関するアン

ケート調査を行い、ウエアが野球競技者の心理

に及ぼす影響を検討した。 

 

Ⅱ．方法 

被験者は早稲田大学体育局準硬式野球部に

所属する健常な成人男性20名とした。いずれの

被験者もコンプレッションタイプ、ルーズタイ

プのウエアを着用してバットスピードおよびボ

ールスピードの計測を行った。実験後にコンプ

レッションウエアの着用の感想や意識に関する

アンケートを全被験者に対して行った。コンプ

レッションタイプのウエアとルーズタイプのウ

エアの比較には、対応のあるt検定を行った。

統計ソフトはSPSSを用いた。 

 

Ⅲ．結果 

投球スピードにおいて、コンプレッションウ

エアとルーズウエアに有意な差は示されなかっ

た。また、バットスイングスピードについても、

ウエア間に差はみられなかった。個人値をみる

と、コンプレッションタイプのスポーツウエア

によって野球競技力が向上した被験者も数名い

たが、低下した被験者も存在した。コンプレッ

ションウエアが投球スピードおよびバットスイ

ングに及ぼす影響とアンケート回答との関連を

検討した結果、コンプレッションウエア着用時

に投球スピードが 5％程度高かった被験者は、

普段コンプレッションウエアを着用している理

由として「競技能力が向上しそう」・「動作の邪

魔にならない」・「着心地が良い」と回答した。

着用頻度は「着用した事があるが今はない」と

回答している者がいた。バットスイングにおい

てコンプレッションウエア着用時に 10％程度

高かった被験者は、アンケートで「競技能力の

向上」・「動作の邪魔にならない」・「着心地が良

い」と回答し、コンプレッションウエアの着用

頻度は「週2～3回」であった。 

 

Ⅳ．考察 

コンプレッションウエア着用時のボール・バ

ットスピードへの効果は全体の平均値としては



みられなかった。個人値でみると全体の人数20

人中3名においてルーズウエアよりも5%高かっ

た。バッティングのスイングスピードではコン

プレッションウエア着用時がルーズウエアより

も10％以上高かった被験者は20名中7人（全

体の約1/3の被験者）であった。一方、ルーズ

ウエアの方は 5％以上高かった被験者はバッテ

ィングにおいて1名であった。以上の結果から、

コンプレッションウエアの効果には個人差がみ

られること、ボールスピードよりもバットスピ

ードのほうがコンプレッションウエアの効果に

は個人差が大きいことが明らかとなった。また

アンケート調査にもあったように、着心地や動

きやすさは本研究のデータには反映されない指

標であるが、それらにおいて高い評価であった

ことはコンプレッションウエアの有効性を保証

する結果といえよう。 


